平成29 年度仙台大学川平アスレティックトレーニングルーム年次報告～明成高校特定研究指定部活動における傷害傾向～ by 白坂 広子 et al.
白坂　広子　　小野　勇太　　浅野　勝成
仙 台 大 学 紀 要

























度 Severe（離脱期間 28 日以上）といった特定
研究指定部活動の特徴的なスポーツ傷害をさら
に減少傾向とするために，上記 6 つの課題を強
化して活動する 1 年としてきた．6 つ目の取り
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顔面 ②頸部・頚椎 ③肩関節・鎖骨 ④上腕 ⑤
肘関節 ⑥前腕 ⑦手関節 ⑧手部 ⑨胸骨・肋骨・
上背部 ⑩腹部 ⑪背部 ⑫腰部・骨盤・仙骨 ⑬
股関節・鼠径部 ⑭大腿部 ⑮膝関節 ⑯下腿部・





被ることであるが ,　更に 「Early Recurrence
（2 ヶ 月 以 内 の 再 受 傷 ）」「Late Recurrence
（2 ヶ月以降 12 ヶ月以内の再受傷）」「 Delayed 
Recurrence（1 年以降の再受傷）」と分けた．
重症度も IRB の分類を使用し，『重症度 Slight
（離脱期間 0 〜 1 日）』『重症度 Minimal（離脱
期間 2 〜 3 日）』『 重症度 Mild（離脱期間 4 〜
7 日）』『重症度 Moderate（離脱期間 8 〜 28 日）』『 






　多発した順に 4 月 24 件（20.0％），5 月，8 月，
9 月，2 月に各 12 件（10.0％），1 月 10 件（8.3％），
10 月と 11 月各 9 件（7.5%），7 月 8 件（6.7％），
6 月 6 件（5.0％），12 月と 3 月各 3 件（2.5％）
となり，4 月に特に多発したことがわかった。
3．調査結果：学年別 
　1 年生の傷害件数が 62 件（51.7％），2 年生
















































































傷・筋痙攣 6 件，腱損傷・腱障害 7 件，炎症 4 件，
骨膜炎 3 件，靭帯損傷 1 件，疲労骨折 2 件，挫
傷・打撲 1 件となった．これは種類別にすると




　15 件の傷害があり，靭帯損傷 3 件，疲労骨
折 1 件，炎症 2 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，骨膜
炎 2 件，骨折 1 件，脳震盪 1 件，半月板損傷 1 件，
腰椎分離症 1 件という内訳になった．このうち





　29 件のスポーツ傷害があり，靭帯損傷 14 件
（足関節 9 件，膝関節 5 件），脳震盪（疑いを含
む）4 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，炎症 2 件，腱
損傷・腱障害 2 件，筋疲労 1 件，骨膜炎 1 件，
疲労骨折 1 件，その他の骨損傷 1 件，内科的疾
患 1 件という内訳だった．種類別では急性外傷





靭帯損傷 9 件（足関節 8 件，膝関節 1 件），挫
傷・打撲 7 件，筋損傷・筋痙攣 9 件，半月板・
軟骨・椎間板損傷 6 件，骨損傷 2 件，腱損傷・
腱障害 1 件，脳震盪（疑いを含む）3 件，その
他 1 件となった．急性外傷が 18 件（47.4%），





5 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，骨折 2 件，疲労骨
折 1 件，炎症 1 件という結果となった．これ
らは急性外傷が 5 件（45.5％），再受傷が 4 件
（36.4%），慢性障害が 2 件（18.2%） という結果
であった .
5．調査結果：部位別 
　頭部・顔面 9 件（7.5%），上肢 5 件（4.2%），
体幹部 7 件（5.8%），下肢 99 件（82.5%）となり，
下肢傷害が圧倒的に多発したことがわかった．
下肢部位の内訳は足関節 29 件（24.2％），膝関
節 25 件（20.8％），下腿部・アキレス腱 17 件





　靭帯損傷 32 件（全体の 26.7%，内訳は靭帯 I
度損傷 13 件，靭帯部分断裂 15 件，靭帯完全断
裂 4 件），筋損傷・筋痙攣 21 件（17.5％），腱損傷・
腱障害 10 件（8.3％），炎症 9 件（7.5％），骨損
傷 9 件（7.5%），挫傷・打撲 8 件（6.7％），半
月板・軟骨・椎間板損傷 7 件（5.8％）, 骨膜炎













































　急性傷害が 57 件（47.5％），慢性障害が 36
件（30.0％），再受傷が 27 件（22.5％） となり，
急性傷害が多くを占めた .
10．調査結果：重症度別 
　 重 症 度 Minimal 13 件（10.8 ％）， 重 症 度
Mild 26 件（21.7％），重症度 Moderate 44 件
（36.7％），重症度 Severe 33 件（27.5％），重症















































































































我は 27 年度春と比較して 13.3％減少した 1）2）．












































帯損傷 14 件，筋損傷・筋痙攣 12 件，半月板・
軟骨・椎間板損傷 5 件，炎症 4 件，骨損傷 4 件，
骨膜炎 3 件，疲労骨折 3 件，腱損傷・腱障害 2 件，
筋疲労 1 件，その他 2 件という内訳で 53.8％に








































も上り，これは 28 年度と比較して 10.3％の減
少となったが怪我の半数以上がまだいわゆる自
滅して怪我をしたことがわかった．靭帯損傷に
は足関節捻挫 12 件，膝内側側副靭帯捻挫 1 件，
前十字靭帯断裂 1 件が含まれ，このうち 12 件
が重症度 Moderate 以上の離脱期間（8 日以上）
を要するものであった．この 50 件のうち 15 件
（30.0%）は 4 月と 5 月に発生しており，26 件
（52.0％）は 1 年生に発生していた．さらには，
34 件（68.0％）の怪我が慢性障害の部類であり，






















































































は National High School Sports-Related Injury 
























　Comstock ら の 調 査 11）12） で は， 離 脱 期 間
1~2 日の怪我が 22％，離脱期間 3~6 日の怪我
が 21％，離脱期間 7~9 日の怪我が 14％，離脱










と，4 月に 17 件発生しており，他の月の 2 倍
以上の件数が発生していることがわかる．そし









ス 100 校を対象にした傷害調査では 9 年生（高
校 1 年生）の傷害率は一番低く，10 年生（高
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